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　甲子園に向けて各校が熱戦を繰り広
げていたこの夏、軽井沢高校野球部は
3年生1名と1年生1名の計2名とい
う状態で大会出場を目指していた。
2012年から部員が9名に満たない状
態が続き、他校との連合チームで夏の
大会に出場してきた。この夏は3年生
の磯山洋介君にとって最後の大会とい
うこともあり、監督の漆原伸也先生は
人数集めに奔走した。しかし部員不足
の県内校を合わせても連合チームを組
むことが出来ず、夏の大会出場を断念
することになった。
　人数不足で出場できなかった
県内高校の内、磯山君は唯一の
高校3年生。県高野連の計らいで、
開会式の先導と開幕戦の始球式
という大役に任ぜられた。「緊張
したけど、堂々と出来ました」と
振り返る。その一週間前に行わ
れた自身の引退試合では、セカ
ンドを守り、ライナーのあたり
も好守するなど活躍。勝って有
終の美を飾った。
　引退をした今でも、時々野球部

部員2人の軽井沢高校野球部、夏の大会はどうだった？ H

元気に活躍！
軽井沢の子ど

もたち

の練習を手伝っている。3年間を見
守った漆原先生は「引退に際し、ゴ
ミ拾いや校舎の掃除などを自主的に
やって感謝を示してくれたことが嬉
しかった。3年間よくやってくれま
した」と話す。
　磯山君が引退した2学期、野球部
に新たに部員1名が加わった。磯山
君は後輩二人に対し「秋冬の練習が
きつくなってくるが、自分に負けず
に頑張ってほしい」とエールを送る。
再び2名となった軽高野球部の練習
は今日も続いている。

左からマネージャーの小宮山佑茉さん（2年）、磯山洋介君（3年）、
山口侑也君（1年）。
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「第6回信州ずくだせ落語会」は10月23日
15:00開演。会場は佐久平交流センターホール。
出演は入船亭扇遊さん、桃月庵白酒さん、春風
亭一之輔さん。大人2000円、小中高生
1000円（全席自由）。チケットは大井建設工
業で販売。TEL0267-32-3333

ネ
パ
ー
ル
支
援
の
I
S
A
K
生
徒
有
志
が
報
告
会

「
教
育
と
医
療
、
長
期
的
に
は
必
要
」

　
2
0
1
5
年
4
月
発
生
の
地
震

で
被
害
を
受
け
た
ネ
パ
ー
ル
の
支

援
を
続
け
る
、「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ア
ジ
ア

軽
井
沢
（
I
S
A
K
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ネ
パ
ー
ル
」
の
生
徒
有
志
が

8
月
22
日
、
軽
井
沢
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
例
会
で
活
動
状
況
な
ど

を
報
告
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
ネ
パ
ー
ル
出
身
生

徒
3
人
を
含
む
3
年
生
の
7
人
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

募
金
で
、
こ
れ
ま
で
に
5
5
0
万

円
を
集
め
た
。
資
金
の
一
部
は
、

現
地
の
グ
ル
ー
プ
に
提
供
し
、
首

都
カ
ト
マ
ン
ズ
周
辺
の
農
村
地
帯

に
13
の
仮
設
学
校
建
設
、
医
薬
品

購
入
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
カ
ト
マ
ン
ズ
北
東
の
シ

ン
ド
ゥ
ー
・
パ
ル
チ
ョ
ク
郡
唯
一

の
診
療
所
が
地
震
で
倒
壊
し
た
こ

と
か
ら
、
診
療
所
の
建
設
費
も
全

面
的
に
負
担
。
建
物
は
既
に
完
成

し
、
運
営
が
始
ま
れ
ば
、
村
周
辺

の
住
民
約
1
0
0
0
人
の
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
。
今
後
は
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
販
売
の
日
本
の
会
社
と
提
携

し
、
救
急
車
と
仮
設
治
療
室
の
両

機
能
を
兼
ね
備
え
た
「
ド
ク
タ
ー

カ
ー
」
の
寄
贈
、
常
設
学
校
の
建

設
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
は
今
年
6
月
、
ネ
パ

ー
ル
へ
足
を
運
び
、
完
成
し
た
診

療
所
な
ど
を
視
察
し
、
現
地
の
人

に
話
を
聞
い
た
。
代
表
の
金
岡
佑

一
郎
さ
ん
は
「
政
府
が
う
ま
く
機

能
せ
ず
、
地
方
ま
で
復
興
の
手
が

回
っ
て
い
な
い
印
象
。
長
期
的
に

見
る
と
、
教
育
と
医
療
が
必
要
だ

と
改
め
て
実
感
し
た
」。

　
報
告
会
は
軽
井
沢
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
今
年
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
50
万
円
を
寄
付
し
た
縁
で
実

現
。
同
ク
ラ
ブ
社
会
奉
仕
委
員
会

の
尾
沼
好
博
さ
ん
は
「
町
の
中
で

I
S
A
K
に
対
す
る
理
解
は
ま
だ

低
い
。
地
元
と
し
て
も
応
援
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。左からネパール出身のサンギータさん、金岡さん、フィリピン
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　東日本大震災の被災地岩手県大槌町
を訪問した軽井沢の小中学生の報告会
が8月31日、町中央公民館で開かれた。
現地での交流を通じ、感じたことなど
を学校ごと発表し、保護者や町関係者
ら約50人が耳を傾けた。

　町内3小
学校から児
童3人ずつ、
軽井沢中学
校の生徒会
役員ら9人、
引率者5人

岩手県大槌町訪問の生徒ら報告

「あたり前のことを大切に」

の計23人が、7月29日から31日ま
で大槌町に滞在。小中一貫校大槌学園
で、現地の生徒らと交流したり、震災
を語り継ぐ「語り部ガイド」の案内で
町内を巡ったりした。軽井沢の児童、
生徒らが資源回収や募金で3年間かけ
て集めた資金でつくった、軽井沢彫の
大槌学園の校章も持参。贈呈式で校章
を見た大槌学園の生徒からは「大きな
歓声があがった」と報告した。
　軽井沢東部小6年行田優空さんは
「心に残っているのは、『あたり前のこ
とを大切にしてほしい』という大槌の
人たちの思い。いつもの学校、いつも
いる友だち、いつもの自分の家、その
当たり前の存在を大切にしたい」と話
した。 I


